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Department of Applied Biological Chemistry

応用生物化学科
応用生物化学科の人材養成目的、その他教育研究上の目的
応用生物化学科は、化学を基盤とした生命現象・食品機能・生物制御機構の解明と応用に関する専門知識、論理的思考力、
実践力、倫理観を有し、バイオテクノロジー・食品・医薬品・化粧品・健康・医療関連産業、教育、行政などの分野において
国内外で広く活躍できる専門家や指導者の養成を目的とする。

【学位授与方針 (Diploma Policy)】
応用生物化学科は、本学の立学の精神と学部の人材養成目的「生
命科学、食料・健康科学、環境科学を基盤とした幅広い専門的学識
を有し、洞察力、創造力および実践力を備え、社会に貢献できる人
材の養成」および学科の人材養成目的「化学を基盤とした生命現
象・食品機能・生物制御機構の解明と応用に関する専門知識、論
理的思考力、実践力、倫理観を有し、バイオテクノロジー・食品・医薬
品・化粧品・健康・医療関連産業、教育、行政などの分野において国
内外で広く活躍できる専門家や指導者の養成」に基づき、以下の資
質・能力を身に付け、所定の期間在学して卒業に必要な124 単位
以上を修得した学生に対して、学士（農学）の学位を授与します。

①  高い教養、言語力、コミュニケーション力、プレゼンテーション力、
生き物・自然に対する敬愛の念、高い倫理観および豊かな人間
性を身に付けている。

②  応用生物化学（生命科学、食品科学、分子化学、生物制御科
学）と科学リテラシーに関する高度な専門的学識、論理的思考
力、研究デザイン能力、解析技術、研究遂行能力、情報技術およ
び情報発信能力を有し、生命現象や自然環境を分子レベルで正
しく理解することによって健康長寿社会や環境調和型社会の実
現に貢献することができる。

③  生命科学、食品科学、分子化学、生物制御科学分野における課
題探求能力および問題解決能力を修得し、人生における学問の
重要性を理解して生涯にわたって主体的に学び、様々な分野で
中心的、協調的、独創的に活躍できる応用力や適応力を身に付
けている。

【入学者受け入れ方針 (Admission Policy)】
応用生物化学科は、学科の人材養成目的を理解し、高等学校など
における学習を通して、次の能力・態度を身に付けている人を受け入
れます。

①  学科での学修の基盤となる化学、生物、物理、数学、国語、英語
などに関する基礎知識と応用力を身に付けている。

②  遺伝子工学やバイオテクノロジー、食品の安全・安心と美味しさ、
食と健康、有用な生物活性物質の探索・合成・活性発現の分子
機構、生体・食品関連物質の物性解析や物性評価法の開発な
どに関する学問を学ぶことに強い関心や意欲を持っている。

③  課題探求活動に積極的に取り組み、主体的、継続的、協調的
に学修する力を身に付け、生涯にわたり学び続ける意欲を持っ
ている。

取得可能な資格
卒業とともに取得できる主な資格
●高等学校教諭一種免許状（理科、農業） ※1
●中学校教諭一種免許状（理科） ※1
●学芸員 ※2

卒業後に得られる主な資格
（任用資格）
●食品衛生管理者
●食品衛生監視員
●毒物劇物取扱責任者

卒業後実務経験で
受験資格を得られる主な資格
●労働衛生コンサルタント
●労働安全コンサルタント
●作業環境測定士

在学中に受験できる主な資格
●危険物取扱者（甲種、乙種、丙種）
●公害防止管理者
●環境計量士
●技術士補（生物工学、環境、農業）
●弁理士
●食生活アドバイザー

※1・・・教職課程科目の履修が必要　※2・・・学芸員課程科目の履修が必要
資格については受験資格等が変更されることもありますので、受験される前に各資格の実施機関にご確認ください。
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